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モーリシャス国流出油対応に係る体制能力強化プロジェクト

【背景】モーリシャスの豊かな生態系は島民の生活を支え、また観光
業や水産業など主要産業の基盤となっている。しかし、2020年7月に
同国の南東沖で日本企業所有の貨物船が座礁、船体に亀裂が入り、8
月6日以降、約1000トンの重油が流出する事故が発生し、これら地域
の生態系及び沿岸住民の生活への重大かつ中長期の影響が懸念されて
いる。
【目的】本事業は、モーリシャス海域において、流出油対応計画図
（TSF）の策定が最終化され、実践訓練の実施及び教訓の取りまとめ
がされることにより、油流出事故対応関係機関の流出油対応体制能力
向上を図り、もって、同海域において発生する事故に起因する流出油
が適切に処理されることに寄与するもの。
【プロジェクト目標】モーリシャス海域において発生する事故に起因
する流出油が適切に処理される。
【期待される成果】
成果１：流出油対応計画図（TSF）の策定が最終化される。
成果２：実践訓練の実施及び教訓の取りまとめがされる。
【業務内容】
詳細活動計画を策定する。
対象海域を決定し潮流調査を実施する。
潮流調査結果をESIマップ（環境脆弱性指標図）に重畳する。
流出油シミュレーションを行う。
関係機関と連携し机上訓練を行う。
流出油対応計画図を策定する。
必要な資機材を準備する。
関係機関と連携し実践訓練を行う。
実践訓練結果を反映し、流出油対応計画図を最終化する。
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